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２．総合的な評価
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施設所管課
（事務所）

道路管理課
(藤沢土木事務所)

　総合的な評価の理由と今後の対応

モニタリング結果報告書
（令和６年度）

片瀬海岸地下駐車場

藤沢市片瀬海岸二丁目2932番の1296

https://www.pref.kanagawa.jp/docs/n5h/cnt/f704/p1152356.html

神奈川県道路附属物自動車駐車場条例

路上駐車の減少に伴う安全な交通環境の向上を図る。(H14.6)

(項目８参照)

Ａ Ｂ Ｓ Ａ

３項目評価

３項目評価とは、３つの項目（利用状況、利
用者の満足度、収支状況）の評価結果をもと
に行う評価をいう。

Ｓ：極めて良好
Ａ：良好
Ｂ：一部改善が必要
Ｃ：抜本的な改善が必要

利用状況
利用者の
満足度

収支状況

(項目６参照) (項目７参照)

　長年の業務ノウハウを活かし、提案に基づき各種事業を積極的に実施している。
　令和６年度の利用台数は、新江ノ島水族館のイルカショーの休止や夏季の天候不順が影響し、目
標とする利用台数には及ばない結果となった。
　このため、各項目の評価は、「利用状況」がＢ評価、「利用者の満足度」がＳ評価、「収支状
況」がＡ評価となり、令和６年度の３項目評価はＡとした。
　今後も、事業計画に掲げた項目の実施に努めるとともに、利用者からの要望を踏まえた事業を展
開することで、更なる利用拡大とサービスの向上に努めることに期待する。

＜各項目の詳細説明＞

◆管理運営等の状況
提案に基づき、専門業者による清掃・設備点検及び小規模修繕をはじめ、満空情報の提供、隣接

する新江ノ島水族館の営業時間に合わせた開場時間の延長などの取組を実施した。
  また、混雑時には警備員の増員対応などにより、利用者が安全・安心に利用できる環境整備や、
利用者ニーズに即応した施設運営に取り組んでいる。
◆利用状況

新江ノ島水族館の一部改修工事により４月中旬までイルカショーが休止していたことや夏季の天
候不順が影響し、利用台数が減少した。目標達成率は95.3％となり、Ｂ評価とした。
◆利用者の満足度

年２回（８月、２月）に調査を実施し、満足度の上位２段階の回答割合が96.4％となったためＳ
評価とした。
◆収支状況

利用台数は減少したものの、収支比率（収入決算/支出決算）が100.94％となったためＡ評価と
した。
　運営に係る費用の節減に引き続き取り組んでいく必要がある。
◆苦情・要望等

事前精算機にて当日最大料金支払い後、出口精算機で追加徴収されないよう、ソフト改修の要望
があり、県がソフト改修を行った。
◆事故・不祥事等

令和６年９月15日　不祥事発生（職場内秩序びん乱／業務員Ａによる業務員Ｂへの傷害）
再発防止策として、指定管理者は令和６年10月10日、業務員Ａを懲戒解雇とし、全社員に綱紀保

持通知を発出、指導した。
◆労働環境の確保に係る取組状況

労働基準法に基づき適切に対応している。
◆その他

特に無し。

資料１－２①
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４．定期・随時モニタリング実施状況の確認

５．管理運営等の状況

〔　指定管理業務　〕

月例業務報告
確認

遅滞・特記事項があった月 特記事項または遅滞があった場合はその理由

なし

特になし

現地調査等
の実施状況

実 施 頻 度 現地調査等の内容

随時実施
（月１～２回程度）

設備の不具合が発生した場合等、現地で管理状況
の確認を実施した。

意見交換等
の実施状況

実 施 頻 度 意見交換等の内容

毎月実施
毎月の月例報告書の提出に合わせて、利用状況や
施設の管理運営上の課題等について、指定管理者
と意見交換を実施した。

随時ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞにおける
指導・改善勧告等の

有無
有 ・ 無

指導・改善勧告等の内容

事業計画の主な内容 実施状況等 実施状況に関わるｺﾒﾝﾄ

適切な案内・誘導の継続 ・有人による車両誘導、地上出
口への警備員配置等を実施し
た。

・有人による車両誘導
により安全で円滑な案
内が提供されている。

周辺駐車場を含めた駐車場情報
の発信

・ホームページにて、江の島・
湘南海岸地域における12の駐車
場の満混空情報を一元的・リア
ルタイムに提供した。

・リアルタイムで判り
易いWEBサイトで、多く
の利用者がアクセスし
ており、サービス向上
に繋がっている。

出庫渋滞発生時のサービスタイ
ムの設定

・出庫時の事故抑制のため、出
庫渋滞に伴う不要な課金の回避
を実施した。

・想定外の課金が発生
しないよう利用者の目
線で運用されている。

外国人の利用環境の改善 ・場内案内、誘導時の多言語化
に対応した。
・ホームページの外国語対応及
びフリーwi-fiの運営を継続し
た。

・提案内容のとおり実
施され、訪日外国人に
対する利用環境の整備
が図られている。

照明設備のＬＥＤ化の更なる推
進

・令和６年４月、「地下１階の
車室」や「地下１階・２階間の
スロープ」等のＬＥＤ化を実施
した。

・提案内容のとおり実
施され、経費節減、環
境負荷軽減が図られて
いる。

・入庫渋滞緩和によ
り、利用者に対する渋
滞待ち時間の減少効果
も期待できる。

・入庫渋滞緩和を図るため、近
隣駐車場への車両誘導を実施し
た。

満車時の近隣駐車場への車両誘
導

地上入出庫口への警備員配置と
誘導

・歩行者安全確保、危険運転防
止のため、警備員を配置した。

・提案内容のとおり実
施され、安全確保が図
られている。
・引き続き、交通量が
多い時間帯など、特に
危険が多い時間帯に注
意して取り組んでほし
い。
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・周辺施設と一体的に
管理運営することで効
率化を図っている。

・管理運営している周辺施設と
合わせ一括（あるいは包括）し
て委託すること等を通じ、業務
の効率化、物品の共有化等のス
ケールメリットを発揮し、コス
ト縮減を実施した。

周辺駐車場や都市公園との業務
委託一括発注によるスケールメ
リットの発揮

・当駐車場が立地している湘南
江の島エリアでは、藤沢市、
(公社)藤沢市観光協会、地元企
業や団体等が協力して、湘南の
宝石（イルミネーション）、江
の島流鏑馬・武者行列、市民マ
ラソン、花火大会など多彩なイ
ベントが開催されており、イベ
ント主催者の一員として運営に
協力するなど、様々な形で連携
した。

・関係団体と連携した
幅広な地域貢献活動
で、引き続き、積極的
な取組に期待したい。

津波避難マップの作成・掲示 ・当駐車場は海岸沿いに立地し
ているため、平時から津波避難
マップを掲示した。

・提案内容のとおり実
施されている。

・提案内容のとおり実
施されている。

・効率的・効果的な実施が可能
となる業務については、指定管
理者の監督のもと、第三者（専
門事業者）へ委託し、指定管理
者として期待されるコスト縮
減、サービス向上に取り組ん
だ。

清掃、警備等の専門業者を活用

緊急時の対応の基本方針 ・緊急時に迅速に対応でき、利
用者・県民の安全な利用が確保
できるよう、社員を対象とした
定期的な訓練(消防訓練・ＡＥ
Ｄ使用訓練等)を実施した。

・事前準備をしっかり
行っており、防災意識
の向上が見受けられ
る。

直営修繕チームによる迅速な対
応

・資格、技術を有し、高度な修
繕も行える直営修繕チーム（２
～３名）を設け、施設の小破修
繕に対し、迅速な対応と修繕費
等の節減、危険箇所の早期対策
を図った。

・提案内容のとおり実
施されている。

塩害対策 ・沿岸部に立地し塩分を含んだ
水分が入り易いという特性を踏
まえ、日常清掃や水洗い清掃、
粉塵除去作業、保守点検等の中
で、設備機器等の塩害対策の徹
底を図った。

・沿岸部に立地してい
るという地域特性を踏
まえて維持管理してお
り、劣化進行を遅らせ
るよう取り組んでい
る。

漏水対策 ・地下２層構造であり、地下１
階床から地下２階への漏水が課
題となっていることから、漏水
箇所の天井排水板の設置、サー
フィン利用者の地下２階への誘
導などにより、漏水対策を図っ
た。

施設の利用状況を踏ま
え、適切な維持管理に
努めている。

地元イベント主催団体との連携
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〔　参考：自主事業　〕

６．利用状況

目標値の設定根拠：

利用者数の算出方法（対象）：

※原則は人数だが、施設の状況等により変更可能。単位を変更した場合はその理由

事業計画の主な内容 実施状況等
レンタサイクルの運営継続 ・駐車場利用者のサービス向上や観光周遊

の促進による地域活性化を目的として、無
償のレンタサイクルを実施した。

前々年度 前年度 令和６年度

利用台数※ 137,337 128,915 125,967

施設のデコレーション化 ・駐車場をデコレーション化し、目で楽し
んでいただける明るい印象に変更した。

年始の入場者への粗品進呈 ・年始の利用者に対し利用者サービスとし
て粗品を提供した。

評価 ≪評価の目安≫
目標値を設定し目標達成率で、Ｓ：110％以上　Ａ：100％以上～110％未満　Ｂ：
85％以上～100％未満　Ｃ：85％未満
※施設の特性から利用状況の評価を行わない場合は「目標値の設定根拠」欄に当該
理由を、「目標値」欄に代わりとなる数値（定員数等）を記載してください（女性
自立支援施設と県営住宅等が該当）。

Ｂ

目標達成率 97.0% 91.1% 95.3%

提案時の事業計画書に記載された駐車場利用台数

自動精算機によるカウント

対前年度比 93.9% 97.7%

目　標　値 141,530 141,530 132,160

駐車場であるため

＜備 考＞
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７．利用者の満足度

〔 サービス内容の総合的評価 〕

質問内容

実施した調査の配布方法 回収数／配布数 ／ ＝

配布(サンプル)対象

(複数回実施した場合は、平均値を記載。)

駐車場の利用について

上記のとおり 273 700 39.0%

駐車場利用者

評価 ≪評価の目安≫
「満足」（上位二段階の評価）と答えた割合が、Ｓ：90％以上　Ａ：70％以上～
90％未満　Ｂ：50％以上～70％未満　Ｃ：50％未満
※評価はサービス内容の総合的評価の｢満足｣回答割合で行う。Ｓ

満足度調査の
実施内容

協定に定めた調査内容 実施結果と分析

年間２回の調査を実施 第１回:令和６年８月24日実施
(入場時に配布方式：500枚配布 184
枚回収)
第２回:令和７年２月22日実施
(入場時に配布方式：200枚配布 89
枚回収）

満足、不満に回答が
あった場合はその理由

サービス内容の総
合的評価の回答数

137 104 9 0 250
利用料金が高い
入口・車室が狭い

満足
どちらか
といえば

満足

どちらか
といえば

不満
不満 合計

前年度回答率 52.3% 44.7% 3.0% 0.0%

前年度の
回答数

69 59 4 0 132

回答率 54.8% 41.6% 3.6% 0.0%

＜備 考＞

回答率の
対前年度比

105% 93% 119%
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８．収支状況

〔　指定管理業務　〕 (単位:千円)

(単位:千円)

/ / /

評価 ≪評価の目安：収支差額の当初予算額が０円の施設≫
収入合計／支出合計の比率が、Ｓ(優良)：105％以上　Ａ(良好)：100％～105％未満
Ｂ(概ね計画どおりの収支状況である)：85％～100％未満　Ｃ(収支比率に15％を超
えるマイナスが生じている)：85％未満Ａ

収入の状況 支出の状況

指定管理料 利用料金 その他収入
その他収入
の主な内訳

収入合計 支出 収支差額

収支の状況

収支比率

89.03%

100.94%

前
々
年
度

当初
予算

0 162,474 0 - 162,474 162,474 0

96.69%決算 0 164,344 0 - 164,344 169,967 -5,623

0

決算 0 151,531 2,592
原油価格

高騰の補償
154,123

当初
予算

0 162,474 0 0

173,106 -18,983

令
和
６
年
度

当初
予算

0 158,120 0 - 158,120

前
年
度

158,120

162,474 162,474

0

決算 0 151,547 1,454
物価高騰の

補償
153,001 151,573 1,428

※支出に納付金が含まれる場合、その内数

令和６年度 79,380 前年度 93,739 前々年度 93,067

＜備 考＞
　過年度の状況を踏まえ、県への納付額を見直し、収支差額が極端に大きくならないようにした。
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９．苦情・要望等 該当なし

1 件

8 件

※指定管理者に起因するものを記載。その他、苦情・要望への対応を行ったものを記載。

10．事故・不祥事等 該当なし

※随時モニタリングを実施した場合は必ずその内容を記載。

※過去に発生したものでも、新たな対応等を実施した場合には、その内容を記載。

※なお、大きな事故・不祥事について改善勧告を行わなかった場合は、その理由を併せて記載。

11．労働環境の確保に係る取組状況

事業内容

その他

最大料金設定希望（７・８月）
料金が高い、江ノ水の割引等

現在の料金でご利用い
ただくよう、今後も丁
寧に説明し対応する

アンケー
ト 38 件

件

職員の配置体制 無

労働時間 無

確認項目 指摘事項の有無

法令に基づく手続き 無

発生日

施設・設備
メール

アンケー
ト

職員対応 件

分野

事前精算機にて当日最大料金支払
い後、出口精算機で追加徴収され
ないよう、ソフト改修の要望あり

和式トイレを洋式にしてもらいた
い、車室が狭い等

令和７年３月にソフト
改修実施済み（県で対
応）

現段階では対応予定は
ない

①発生時の詳細な状況
②県職員による確認の状況（内容及び実施日を記入）
③その後の経過（現在に至るまでの負傷者の状況、再発防止策等）
④施設に対する問題点の指摘やクレームの有無（有の場合は概要を記入）
⑤原因及び費用負担の有無（費用負担が有の場合は内容および負担者を記入）
⑥記者発表の有無（有の場合はその年月日を記入）

①職場内秩序びん乱（業務員Ａによる業務員Ｂへの傷害）
場所：施設の管理事務所前
状況：業務員Ａは、業務員Ｂの足に蹴りを入れた後、事務所内にあったプラカード

（縦40㎝×横55㎝、重さ３㎏）で叩き、全治３か月の怪我を負わせた（左上腕骨遠位
部開放骨折）。
②指定管理者から報告を受け、事実確認した。（令和６年９月17日）

令和６年10月10日、最終報告書を収受した。
③負傷者は完治までの間、特別休暇（有給）取得し、同年11月14日から勤務再開し
た。
　指定管理者は令和６年10月10日、業務員Ａを懲戒解雇とし、同日、全社員に綱紀保
持通知を発出、指導した。
④無
⑤ＡとＢは、当日、入出庫口近くで誘導に当たっていたが、誘導の仕方で齟齬があ
り、口論となっていた。（費用負担無し）
⑥無

※指摘事項は、県による監査（包括外部監査含む）又は労働基準監督署によるものとし、有とした場合は備考欄に
概要を記載。

備考

職場環境 無

報告件数 概要 対応状況

R6.9.15
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